
推進校 旭川市立東光小学校

令和６年度働き方改革推進事業
最終報告会

令和７年２月１２日(水)

組組

1

教職員が元気にやりがいをもって仕事
をする学校

改革を「自分事」として
「自走」するチームの実現
改革を「自分事」として
「自走」するチームの実現



本日の発表内容
Ⅰ 働き方改革基本方針の再構築と共有
Ⅱ これまでの具体的な取組
Ⅲ 取組によって得られた成果
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Ⅴ 今後に向けて

事業実施要領の趣旨から
「北海道アクションプラン」に掲げる各般

の取組を積極的に進めるとともに、好事
例の横展開を図り、実効性の高い働き方
改革を強力に推進する。

Ⅳ 乗り越えるべき課題
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１ 学校における働き方改革の目的と共有

Ⅰ 働き方改革基本方針の再構築と共有

２ 学校経営方針への位置付け

３ 東光小働き方改革ＥＡＳＴプラン

Action４ 意識の変容を促す取組
       「働き方改革の意識を高める取組の推進」重点

Ⅰ 働き方改革基本方針の再構築と共有



３つの重点を

逆向きにして考えてみると

現状や課題を「他人事」にしていないか？
～自分でできることから！

学校だけで抱え込んでいないか？
～遠慮せずＨＥＬＰと言ってみよう！

「依存」するチームになっていないか？
～まず隗より始めよ！」

働き方改革への目的を確認
意識を共有

リスタートアップ！

１ 学校における働き方改革の目的と共有
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２ 学校経営方針への位置付け

学校経営の基底
教職員が元気にやりがいをもって仕事をする学校

今日学校には、学習指導要領と生徒指導提要を両輪として、知徳体を一体的に育む日本型学校教育を発展させた新しい時代
の学校教育を構築し、すべての子どもたちの学びの保障と社会全体の幸せでもあるWell-Beingの実現を目指した一人一人の可
能性を最大限に引き出す、個別最適な学びと協働的な学びを推進することが求められている。
そのためには、まずもって教職員自身のWell-Beingの実現が不可欠である。そこで、令和６年度は一時的なhappinessである「楽し
く」の上に、持続的なWell-Beingである「やりがい」をキーワードとして経営の基底に据えた。

教職員一人一人が、学校教育目標の具現化を目指すモチベーションを一層高め、自身の役割プラス学校全体の状況を見定め
た経営参画を担い、児童一人一人に本校で育成を目指す資質・能力を育むためにお互いに声をかけ合いながらやりがいをもっ
て仕事ができる学校経営を推進する。

学校経営の重点目標 ⑵働き方改革（学年経営部、学校運営委員会）

教育の質を高める、Well-Beingな学校を実現する働き方改革

□時間、組織・業務、環境の改善を図り、教職員が最高のパフォーマンスを発揮し、職場の関係性と教育の質を
高める組織的で包括的な学校改善の推進
□組織づくりの三原則（目標の共有、協働体制、コミュニケーション）
□学校DXの推進による校務の効率化

□全職員の協働参加によって教育課題の解決に向けて効果的に機能する組織マネジメント（分掌内・分掌間の
連携・協働、業務内容の見直し）
□ワークライフバランスの保持（人間性や創造性を高めるインプット）
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３ 東光小働き方改革ＥＡＳＴプラン

東光小の「東」を意味する
「ＥＡＳＴ」をキーワードに

◆改革を自分事にイメージ化、共有化

◆Ｅ（環境）、Ａ（業務）、Ｓ（体制）、Ｔ（時
間）の４つの視点

◆「成果の共有化」を行い、その上で現
状での「課題の明確化」を図ることから
「取組の焦点化」による実践を推進する
検証改善サイクルを通して学校改善を
推進

Action３ 意識の変容を促す取組
重点「働き方改革の意識を高める取組の推進」
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取組の重点
①改革を「自分事」として「自走」するチームの
実現

・同僚性を基盤とした「自分事」としての学校
改善への意識化

・コアチームを核としたボトムアップによる改
革の創出

②教頭の業務改善による創造的なパフォーマ
ンスの向上
・学校ＤＸの推進による校務の省力化や効率化
・学校運営体制の業務分担の見直し
→働き方推進事業【必須取組】

Action３ 校務の効率化と役割分担の推進
「教頭の業務縮減」

Action１ 校務の効率化と役割分担の推進
「ＩＣＴの活用による校務効率化重点

重点

３ 東光小働き方改革ＥＡＳＴプラン
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今年度の目標と評価

職員のパ
フォーマンス
の向上

・働き方改革の目的を意識して組織的に取り組むことで、成
果を実感する。
・先月、昨年よりも「同僚との関係性」「連携と共有」「働き甲
斐」の向上についてＷｅｌｌ-Ｂｅｉｎｇを実感する。
・課題が明確で、成果の実現に向けた期待を実感する。
■超勤１か月４５時間以内（年間３６０時間以）、定時退勤日月２回以上
■成果の検証～学校評価アンケート

教育の質の
向上

・年度の重点教育目標「目標に向かって、思いや考えを伝え
合い、よりよく関わる児童の育成」に向けて取り組む９つの
具体的方策を重点とした教育活動の質が向上したことを実
感する。
■成果の検証～学校評価、学年・学級経営評価、学力・体力の状況等

３ 東光小働き方改革ＥＡＳＴプラン



9

役割の明確化 道教委「働き方改革において特に重要度の高い取組の推進について」に関連した役割

校長

・基本方針の提示 ・コアチームの設置

・保護者や地域社会に理解や協力を求める取組（学校だより等での啓発、
発信）
・経営方針に働き方改革の視点 ・人事評価に働き方改革の視点

教頭
主幹

・在校時間の計測結果の集約・活用（データの管理・集計）
・在校時間の計測結果の職員各自による確認（公表して意識化の啓発）
・保護者や地域社会に理解や協力を求める取組（PTA、CSへの働き掛け）
・定時退勤日の毎月２回以上の設定とそれを実現するタイムマネジメント

◆コアチームの業務が効果的に推進できるよう環境整備を図るとともに、
成果につながるよう指導助言に努める。

コア
チーム

・在校時間の計測結果の集約・活用（取組の焦点化等に活用）
・チェックリストの活用 ・課題の明確化、改善方策の検討、提言
・意識改革や同僚性の向上を図るミニ研修等の取組の推進

３ 東光小働き方改革ＥＡＳＴプラン
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東光小働き方改革コアチーム（学年経営部）

・ＥＡＳＴプランを推進するためのコアチームを学年経営部に位置付ける。
・構成メンバーは、主管教諭を中心に学年経営部員が担う。

①超過勤務状況の視覚化、
要因分析、改善点

・視覚化の様式 ・データの整理 ・チェックリストの活用

②成果と課題の明確化、視
覚化

・ブレインストーミングミーティング、ミニ研修等の実施

・Ｅ（環境）、Ａ（業務）、Ｓ（体制）、Ｔ（時間）の視点につい
て現状や職員の思いを視覚化

③運営会議への諮問、職員
会議での提案

・焦点化した取組の立案、提案
・意識改革や同僚性の向上を図る取組の推進

④働き方改革推進事業に
関わる業務

・会議、研修会への参加
・取組の普及のための資料作成、発表

Action３ 意識の変容を促す取組
重点「働き方改革の意識を高める取組の推進」

３ 東光小働き方改革ＥＡＳＴプラン
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１ 超過勤務状況の視覚化、要因分析、改善策

Ⅱ 具体的な取組

Action４ 意識の変容を促す取組
「働き方改革の意識を高める取組の推進」

２ 成果と改善策の明確化、視覚化

３ 保護者、地域への発信による理解の啓発

４ ＥＡＳＴプランの具体的実践

Action１ 校務の効率化と役割分担の推進
「保護者・地域との連携協働」

重点

重点

Action１ 校務の効率化と役割分担の推進
「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」

Action３ 校務の効率化と役割分担の推進
「教頭の業務縮減」

重点

重点
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１ 超過勤務状況の視覚化、要因分析、改善策

職員個人の超過勤務
の状況を視覚化
・職員には毎月個人の単票を
配付し周知

・４５時間超過の状況を色を
付けて視覚化

⑴「個人」の記録シート
個人と職場全体の状況を
俯瞰
・以下の項目で集計し、平均様式
に反映

毎月「分析」「改善策」を記載し、生かす

分析
・夏期休業期間が長かったこともあり、時
間外勤務の全体の平均時間が減少し、４５
時間以上の人数が０人となった。

改善策
・通知表業務や学芸会の準備作業などもあ
るが、効率的に業務を行うことが望まれる。

   「働き方改革の意識を高める取組の推進」重点
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１ 超過勤務状況の視覚化、要因分析、改善策

４年間の平均と比較し、視覚化
・毎月ポータルサイトで更新し共有
・成果や課題意識醸成

毎月「分析」「改善策」を記載し、生かす

分析
過去３年間と比べても初めて一番低い結果となった。夏期休業期
間が長かったこともあり、時間外勤務の全体の平均時間が減少し、
45時間以上の人数が０人となった。

改善
策

昨年度、9月が全体的に縮減されていたので、通知表業務や学芸

会の準備作業などもあるが、互いに声を掛け合いながら、効率的
に業務を行うことが望まれる。ただ、徒に縮減だけを求めるので
はなく、無理と無駄を省きながら、必要な部分にはしっかりと時間
をかけ、質の高い学びにつなげたい。

⑵「職員平均」の記録シート
   「働き方改革の意識を高める取組の推進」重点
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１ 超過勤務状況の視覚化、要因分析、改善策

⑶「教頭」の記録シート

毎月「分析」「改善策」を記載し、生かす

分析
学期末に生徒指導関係に伴う保護者対応で時間外勤務が増
えた期間があったが、それ以外の日に退勤時間を早めにする
日を独自で設定し、実行したことで、縮減を図ることができた。

改善策
長期休業日が長いので、定時退勤を心がける。出勤時間を普
段より遅めに設定する。

４年間の月平均と
比較し、視覚化

前年度より平均が
減少した月を色付
けして視覚化

   「働き方改革の意識を高める取組の推進」重点
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２ 成果と改善策の明確化、視覚化

４つの視点ごと
に、□・☆・■で
視覚化

「自走するチー
ム」と「教頭の
業務改善」の具
体策を整理し
記載、意識化

コアチームや
雑談タイムでの
アイディアをボ
トムアップし逐
次更新

   「働き方改革の意識を高める取組の推進」重点
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３ 保護者、地域への発信による理解の啓発

学校における働き方改革は、何のため？誰のため？

昨今、様々な場で「学校における働き方改革」
がクローズアップされています。東光小では、今
年度の学校経営の基底を「教職員が元気にやりが
いをもって仕事をする学校」と設定しています。
「先生方のために学校経営をするのか？」と思わ
れるかもしれませんが、先生方が最高のパフォー
マンスで教育活動ができなければ、子どもたちの
ためにより良い教育が行えるはずがありません。
先生方の超過勤務を減らすことは手段であり、働
き方改革の目的は、あくまでも子どもたちのため
に「教育の質を高めること」であり、学校教育目
標を具現化することにあります。
そこで、教職員が元気にやりがいをもって子ど

もたちのために授業や指導を一層充実させ、質の
高い教育を行うための計画として「東光小働き方
改革ＥＡＳＴプラン」をスタートさせました。

   保護者・地域との連携協働重点



。
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３ 保護者、地域への発信による理解の啓発
   保護者・地域との連携協働重点
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３ 保護者、地域への発信による理解の啓発
   保護者・地域との連携協働重点
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３ 保護者、地域への発信による理解の啓発
   保護者・地域との連携協働重点

・ＥＡＳＴプラ
ンの概要や
具体的取組
について説
明

・ＣＳでの意
見を得ながら、
学校改善へ
の協力と協
働参画への
啓発を促進

・学習支援ボ
ランティアの
募集
・見守り活動
など地域から
のボトムアッ
プも

第４次教育振興基本計
画のコンセプト「日本社
会に根差したウェルビー
イングの向上」には、教
師をはじめとする学校全
体のウェルビーイングが
求められていることを発
信
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３ 保護者、地域への発信による理解の啓発
   保護者・地域との連携協働重点

学校支援ボランティア
○保護者・地域へ案内
（地域は町内会回覧板にて）
○募集内容
・家庭科実習補助（裁縫・ミシンなど）
・図工制作補助
・見学調べ学習引率補助
・スキー学習指導補助
・スキー学習引率補助
・校内スキー学習引率補助（学校築山）
○Googleフォームで集約

地域からのボトムアップも
市民委員会や民生児童委員の方か
らの児童の見守り活動の申し出など
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４ ＥＡＳＴプランの実践

Action３
校務の効率化と役割分担の推進 教頭の業務縮減

Action１
校務の効率化と役割分担の推進 ＩＣＴの活用による校務効率化重点

重点



□スズキ校務による評価，学級事務等のＩＣＴ化
□職員会議資料等のＰＤＦ閲覧（ペーパーレス化）
□日報、出欠管理、時数予定管理、いじめi報告等のＤＸ化
□クラスルームでの情報共有 □協働連携事務室の設置
□メンター研修 □少年団の地域移行（R5バレー）
☆学校ポータルサイトによる情報共有環境整備
☆学校だより地域配付による連携体制構築
☆職員レク（教職体出場と応援、夏季休業中の卓球レク）や親睦会行事
等での懇親による同僚性の向上
☆「雑談タイム」の実施による心理的安全性、ボトムアップ
☆タブレット持ち帰りによる宿題の負担軽減
☆職員室、印刷室、校長室等の簡易クーラー設置

☆欠席・遅刻・早退等連絡のＤＸ化(グーグルフォーム、端末で共有）
22

４ ＥＡＳＴプランの実践

⑴ 環境改善（Environment）

   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

□すでに取り組んでいるもの
☆今年度から取り組むこと
■今後取り組みたいこと

教頭・主幹の働き方改革
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ポータルサイトによる情報共有環境整備

⑴ 環境改善（E）    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

【ホーム画面】

日報、欠席フォー
ム、職員クラスル
ーム、チャット、
時数予定、いじめ
案件i報告、会議資
料、校務分掌フォ
ルダ等各種データ
、カレンダー等

いつでも どこでも情報の共有～漸次進化

【サブメニュー】

グランドデザイン、
Plant、いじめ、働き
方、DX、ICT、学力向
上、体力向上、PTA等
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欠席・遅刻・早退等連絡のＤＸ化

⑴ 環境改善（E）    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

【学校にとって】
・教頭の朝の業務が改善
・担任が教室にいながら児童の状況を確認
・子どもと接する時間が増えた。
・必要な電話のための回線が確保された。
【保護者にとって】
・都合のいいタイミングで確実に連絡できる。
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働きやすい職場環境づくり

⑴ 環境改善（E）    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

メンター研修

雑談（雑談・相談）タイム

・研修部が主催する、若手教員がメンターの教員に
日常の困り感などを相談したり、若手教員同士が情
報共有できる場として設定

・今年度は、週１日の５時間授業の日ができたこと
により若手教員の自発的な開催も創出された。

・コアチームが主催し、学年ブロック等の小グループ
で働き方改革にこだわらず、普段思っていることなど
を何でも気軽に話し合う短時間の雑草タイム

・働き方改革の新たな取組の創出の場にもなっている

・同僚性を高めるコミュニケーションやメンタルヘル
スにも役立っている。
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４ ＥＡＳＴプランの実践

□各種教育活動の見直し（廃止、縮減、方法改善）
□家庭訪問の廃止→自宅確認、保護者面談
□時数の見直し、教科横断的なカリ・マネ、予備時数の最小化
□学年経営案形式改善による作業の省力化(経営方針と連動)
□人事評価シートの共通項目、選択記入による作業省力化
□学習指導案形式の簡略化 □学校プール夏休み開放中止
☆通知表（前期所見廃止、作成校正DX化、スケジュール）
☆学校配付文書のマチコミメールでの配信
（学年通信学習の予定、各種案内、学校だより、パンフ等）

□主幹教諭他との業務の分担、精査、移行
□生徒指導・保護者対応・いじめ対応（いじめ対策推進リーダー、生徒
指導部長、学年主任） □調査関係業務のさらなる移行（事務）
□各種アンケートや学校評価等のフォームでの集約、集計、生成AI活用

   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

□すでに取り組んでいるもの
☆今年度から取り組むこと
■今後取り組みたいこと

⑵ 業務改善(Affair)

重点

教頭・主幹の働き方改革
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通知表の見直し

   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」⑵ 業務改善(A) 重点

・多忙解消に至らず
。

・行事予定、教育課
程の改善の必要性

・保護者の理解

・通知表業務の縮減が時間外勤務の縮減につながった。

・学芸会の業務改善に ・１０月の勤務の実態に期待

【令和５年度】
◆前期～一般所見のみ
・道徳の評価所見 ２回→１回

・総合的な学習の時間評価所
見 ２回→１回

【令和６年度】
◆前期～所見なし

・一般所見、道徳、総合的な学
習の時間所見→通年後１回

・超過勤務減少

・多忙感の解消

・学芸会への取組
へのゆとり
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   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」⑵ 業務改善(A) 重点

効果的・効率的な業務改善

人事評価シートの工夫

～経営方針の経営の重点、指導の
重点と連動

学年･学級経営案の工夫
～経営方針の「９つの具体的な方策」連動

各評価がその
まま学校評価
にもなる。



29

主幹教諭等との分担による教頭の業務改善

   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」⑵ 業務改善(A) 重点

主幹教諭
教務主任

ＰＴＡ業務、学校だより、出・退勤時の校内見回
り、各分掌・学年への連絡調整、フッ化物洗口、
全国学テ、学校評価、いじめ対策推進リーダー、
職員会議、校務ＤＸ など

事務職員 各種調査、校内環境整備・改善、休暇処理事務、
給食費事務 など

生徒指導・
保護者対応

主幹教諭、生徒指導部長、学年主任、特別支援Co、
不登校Co など

教頭の業務を楽にするためではなく、教頭のパフォーマンスを高める
ことによる、教育の質を高める効果的な学校運営を行うことが目的
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４ ＥＡＳＴプランの実践

⑶ 体制改善(System)
□スクールカウンセラーの活用（年間２０時間） □外国語専科加配
□スクールサポートスタッフの効果的な活用
□学校支援ボランティアの登録と活用（さらなる充実）
□欠席連絡の女子用務員によるデータ入力、共有
□印刷共有フォルダによる女子用務員への文書印刷の依頼
☆新しいかたちの学び授業力向上推進事業加配
☆特支補助指導員１名増員（計３名、看護師資格支援員含む）
☆退職人材活用事業時間講師配置
☆ＰＴＡ改革（学級役員・専門部廃止、一人一活動制）
☆校区町内会の連携体制の構築（学校だより発信、ボランティアの創出）
■校務分掌体制の見直し（学年経営部廃止と再構成） ■理科専科加配申請

□各分掌等担当者への業務移行・分担体制の構築
□学年経営部を核とした学年団の組織体制
□不登校対応（不登校係担当）□職員会議資料の収集（教務）
□休暇処理の事務職員の協力体制

   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

□すでに取り組んでいるもの
☆今年度から取り組むこと
■今後取り組みたいこと

教頭・主幹の働き方改革
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協働体制の効率化、最適化

⑶ 体制改善(S)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

学校の動きや担当
等を視覚化・共有
化することで協働
体制の最適化に寄
与

○担任が必要な情報を１枚のスプレッドシートに集約
（時数・TT・外国語・体育館割当・行事・校外学習等）
○学習計画作成の効率化

・協働体制の確立～情報の一元化
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ＰＴＡ改革 ～専門部、学級役員の廃止、一人一活動制

⑶ 体制改善(S)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

「会議費」「活動費」の削減で
年会費を５００円減額に！

PTA総会でのプレゼン
資料から
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スクールサポートスタッフの活用

⑶ 体制改善(S)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

○チェック系
・宿題丸付け ・テスト丸付け ・テスト点数入力
・チャレンジテストの○付けと結果用紙への記入
・作文等誤字脱字最終確認（担任チェック後）

○学級経営・設営系
・学期の目標カードや教材の作成 ・用紙の裁断
・スズキ校務へ写真の差込と印刷 ・会計業務の一部
・掲示物の掲示や付け外し
・データ入力、カードへのデータ記入

○事務系
・ラミネート・シュレッダー
・記録会カード作り（印刷）
・文書封入作業
・プリント類の仕分け、縛る、捨てる
・在庫確認 消耗品の補充・充填
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案件

教頭・主幹教諭・教諭・生徒指導部

組織的な対応
信頼

シナリオの準備丁寧な対応

危機管理・いじめ対応の組織的・協働体制

⑶ 体制改善(S)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

迅速な情報共有と対応～「i報告」
○組織的な対応～
教頭・主幹教諭・学
年主任・教諭・生徒
指導部

○市教委への報告
物作成の時間縮減

○校内の記録化の
効率化
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４ ＥＡＳＴプランの実践

⑷ 時間改善(Ｔime)
□朝の打ち合わせ廃止
□日課表の改訂（15時下校、特別日課）
□ＰＣによる勤務時間管理と見える化・意識化
□会議時間の精選((３０以内)、議題確認、時間配分設定
□定時退勤日の設定（→■徹底、完全消灯日）
□保護者等参加の会議の勤務時間内実施（PTA総会、運動会席取り、宿
泊学習・修学旅行説明会、CS会議等）
□管理職打合せの適宜開催
☆時数の見直しによる空き時間の確保（火曜５時間授業）

☆電話対応可能な時間の設定（午後６時以降の対応廃止）
☆教頭退勤日の設定
■教頭の業務集中タイムを設定

   「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

□すでに取り組んでいるもの
☆今年度から取り組むこと
■今後取り組みたいこと

教頭・主幹の働き方改革
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日課の見直しによる放課後の時間の確保

⑷ 時間改善(Ｔ)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

◆通常６時間で１５時までに下校

◆火曜日５時間授業
→基本、会議等に充てない
→教材研究、学級事務に

◆特別日課の活用（5時間で
13：55、6時間で14：45下校）
→職員会議、研修等の時間確保

◆期末事務処理日５時間確保
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会議時間のタイムマネジメント

⑷ 時間改善(Ｔ)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

確認事項の提案
30分以内
効率化と 質の向上の両立

会議の進め方
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電話対応時間の保護者への協力依頼

⑷ 時間改善(Ｔ)    「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」
「教頭の業務縮減」

重点

・職員の勤務時
間の周知
・朝、放課後の電
話が大幅に減少

・メッセージ対応を検討中
・そもそも勤務時間外の問題



Action３ 校務の効率化と役割分担の推進
「教頭の業務縮減」
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２ 職員の意識改革の状況

Ⅲ 取組によって得られた成果

１ 超過勤務時間の状況

３ 教頭の業務縮減

４ 学校ＤＸの効果

Action４ 意識の変容を促す取組
「働き方改革の意識を高める取組の推進」重点

Action１ 校務の効率化と役割分担の推進
「ＩＣＴの活用による校務効率化の推進」

重点

重点
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４年間の推移では、職員の超過勤務時間の平均は、減少傾向
にある。ただ、今年度現時点では微増の月が半数であった。

１ 超過勤務時間の状況

職員平均の経年推移
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令和５年度の全道小学校との比較では、全ての月で下回っており、通年平
均も８時間低い１９時間であった。

１ 超過勤務時間の状況

全道平均との比較
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・R3～R6の経年で４５時間を超えた人数が着実に減少
・R５年度の全道小学校との比較では、全ての月で
・今年度は、１月までで４カ月、４５時間を超えた人数０

１ 超過勤務時間の状況

４５時間以内
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２ 職員の意識改革の状況

42.9%
57.1%

はい そう思う だいたい そう思う

あまり そう思わない いいえ そう思わない

そう思う

だいたい
そう思う

昨年度までの取組
での状況

38.1%

52.4%

61.9%

85.7%

71.4%

66.7%

95.2%

42.9%

28.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

日課表 学年通信

学年・学級経営案の工夫

研修・会議の精選

ペーパーレス化

授業でのICTの活用

業務でのICTの活用

スクールサポートスタッフ

データの共有

委員会・クラブの担当者削減

71.4%

9.5%

47.6%

33.3%

47.6%

38.1%

57.1%

61.9%

19.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

学力向上に向けた業務

ミニ研修

学級経営, 行事の業務

行事等の業務

児童と過ごす時間

事務処理，外勤，分掌等

ワークライフバランス

休息，休憩，定時退勤

健康維持，体力増進

働き方改革は、進んで
いると思いますか？

効果があった取組

生み出した時間の活用
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EASTプラン目標の職員評価

記述内容
・働き方を意識するきっ
かけとなった
・業務の見直しが教師と
子どもにとってよい方向
に向かっている

２ 職員の意識改革の状況

・概ね９割程度の達成
・前期⇒後期 増加
・変わってきたと実感
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３ 教頭の業務縮減の状況

４年間の経年推移と全道平均との比較

◆教頭の超過勤務時間は確実に減少
◆全道の小学校教頭の平均よりも概ね低い状況
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３ 教頭の業務縮減の状況

◆教頭自身から「教頭の働き方改革」は言いづらい。

◆教頭が楽になるためではない。
それは
・学校の効果的なシステムの構築
・組織マネジメントの向上 ・同僚性の向上
・人材育成 ・ICTの活用 ・教頭の職能向上

教頭が最高のパフォーマンスを発揮できるようにする
働き方改革＝学校改善そのもの
Well-Beingな学校につながる！
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４ 学校ＤＸの効果

働き方改革を進める上での様々な場面での校務の効
率化を図る必然性から、授業でのＩＣＴの積極的活用と
連動して、結果として学校ＤＸが進展した。

・学校ポータルサイト（情報共通、情報活用等）
・Googleフォームの活用（出欠管理、各種アンケート、
学校評価、PTA活動等）
・Googleチャット（研修、授業交流、行事での連絡等）
・補欠授業体制のオンライン化
・いじめ対策「ｉ報告」 ・公務員AIマサルくんの活用
・熱中症対策ＷＢＧＴ状況のサーネージ化
・各種文書のマチコミでの配信 等々・・・
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各校が自ら限界を決めず、
改革を自分事として自校の状況を分析し、
職員の英知を結集して、
校長のリーダーシップのもと
終わりなき改革を続けていくこと

文部科学省
「校務DXの取組に関するダッシュボード」

Ⅳ 乗り越えるべき課題

もうこれ以上何をすればいいの？

まだまだできることが、たくさんあるのでは？



49

Ⅳ 乗り越えるべき課題
文部科学省
「校務DXの取組に関するダッシュボード」
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Ⅳ 乗り越えるべき課題

R６年１０月

R７年１月

文部科学省
「校務DXの取組に関するダッシュボード」
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①学校における働き方
改革の更なる加速化
②教師の処遇改善
③学校の指導・運営体
制の充実を一体的・総
合的に推進

それぞれについて、国、
教育委員会、学校等の
各主体が取り組むべき
方策

Ⅳ 乗り越えるべき課題

学校における働き方改革を牽引
する、さらなる力強い推進力に！

自治体レベルの覚悟ある対策を
強く求める国の答申



52



53



54

Ⅳ 乗り越えるべき課題
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Ⅳ 乗り越えるべき課題

行政との積極的、綿密な連携
例えば
①勤務時間以外の電話対応
・小樽市では、勤務時間以外は市教委が対応

②給食費の公会計化
・札幌市では今年度から
・浜中町は無償化で業務なし

③特別支援補助員の配置
④教員へのスマホ支給 等々・・・

各市町村の格差によりスタートラインが異なる中、超過勤
務時間だけを指標として比較する意味を見出せない状況
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Ⅳ 今後に向けて

学校でできる改革の限界や停滞と捉えるのではなく、
自分たちが働く職場を「自分事として」よりよくしていく改
革の歩みは止めていけない。

◆４月の５時間日課化
◆総合的な学習の時間を核とした教科横断的な教育課
程の見直し（行事時数の一層の削減）
◆自動採点システム導入の検討
◆教頭の業務集中タイムの日常化
◆公務員AIマサルくん～生成AIの効果的な活用

他にもできることから・・
◆１単位自時間の弾力的な運用～４０分授業



57

教職員が元気に楽しく仕事をする学校

Well-Beingな職場づくり

持続可能でウェルビーイングな学校の
ために終わりなき改革を
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